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調査海域は，北緯27°00’から北緯3〔1'00’まで，東経 137°30’から東経 140。までの範聞で，紀南海山列，四

国海盆，西七島海嶺，西嬬婦舟状海盆（仮称），七島 ・硫黄島海嶺を包含する。 （第 l図参照〉

30＇。

2 

第1図調査区域図

調査期聞は，昭和63年10月3日から10月21日まで及び同年10月31日から11月18日までの38日間である。

調査の主測線は東西方向lζ5海里間隔とし，交差測線は南北及び南東～北西方向に設けた。北緯28°40’の

線上では， 7 ）レチチ’ャンネJレ（24ch）音波探査を実施した。船位は複合測位装置 CGPS,NNS S，ロランC

等），測深はナローマルチビーム測深機（8, 721海里），地質構造は， 7 ）レチチャンネJレ（24ch）音波探査装

置（ 132海里）と，シンクツレチャンネル音波探査装置（4,988海里）及び表屈探査装置（8, 721海里），地磁気

は，海上磁力計PMM-100型（4, 988海里）， G M-123型（ 1, 633海里），重力は，海上重力計（ 8, 721 

海里）を使用して実施した。
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ζ白梅績は．西から紀南梅山列．四国海盆，白七島海側，西嶋婦舟状梅盆，七島・硫貴島梅．応分げられ

る．四国海盆においては.28・抑制 137・55’E付近から北北西店約100岡田ぴる海底盤があり，モ町西側は．

起伏広富んだ地形で，車側は．平箇な地JI'と，異な。た特徴をみせている．四国海輩と西七島海償却接する

29・05’N 138・20’E付近と.28・m’N 138・m’E付近庄は．比高 1800m水深2000m台四円錐形四海

山がある．

七島・硫黄島梅・は．事〈田小梅丘が不線則』ζ分布して．直纏な地形繊とな勺ている．

!J3悶. 4図は．東西方向の醐銀上で得られた，シングルチ＋ンネル音被保壷．地磁気全磁力異常及びフ

リーエTa力異常の断面である．
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第3悶 音盤保壷・フリーエア量カ異常・地盛気全磁力異常断面図

〈鹿賀｝媒取以置は’82図書照

己申梅域でfl取した賦科目目観観察結畢を第 I.車庄市す．

(i・・舞金．カ属常J第5図書聞

四国梅盆白28'N以北には，北北西ー南南車方向田リニエーションがみられる．

酉七島海・では梅山正対応した弱いダイポール異常が発達している．

七島・硫黄島海．には大小多数白ダイポール異常がみられるが，あまり地形とは対応していない．
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第 4図 音波侮壷・フリーエア置カ異常・地磁気全信カ興需断面図

’~I 車底貫録取一覧表

援取書号 年月日 地 形 探車位置 水揮 盟E 司直

6316 DOI 63. ll. 13 商七島梅．〈梅山頂偲） :!9"16. 9’N 11渇・38.I’E 903m R,G 

6316002 63. 11. 13 . 〈 ’〉 m・＇47.2’N 138°21. 7’E 2100m G.S 

6316003・163. II. 14 . ( . ) 27・24.7’N lll・14.4’E 

6316 003-2 63. JI. 14 . 〈’〉 2加 NI却 15.O'E 11蜘 mI R G 

6316COI 63. 11. 12 四 国 海 盆 29・25.0’N 137°43. 2’E 4226m M 

-95ー



＂バルト lE角同銀国治C＝・•••zrJO',,.,., 

（フリ ーエア重力異常）第6図参照
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第5図 地磁気全磁力異常図
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乙の海域全般にわたって地形とよく対応しており，西七島海嶺の西縁iζ沿って弱い負の異常がみられる以

外は，正の異常域となっている。
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第 6図 フリ ーエア重力異常図
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